
■所在地
鉾田市青柳

■時代
古墳時代

■管理
東京国立博物館

現高６９.８ｃｍ、胸厚１４.０ｃｍで、両手で壺を掲

げ、襷掛けをした人物である。頭頂部が大きく裁

断されていることから、この部分に髷が被っていた

可能性が高い。顔には額・左右の頬・顎に赤彩が

施され、頸部には玉飾りが一周している。また襷

（幅１.５ｃｍ）は背中で斜めに交差し、左脇の下に

結び目が表現されている。
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